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北中部 九州 に おけ るグ リーン タフ 活動
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松 　本　纒 　夫
＊＊

1　 ま　え　が 　き

　弧状列島として の 日本列島 に お け る地 史 を考察す る と

き に，新第 三 紀 に 始 ま る グ リーン タ フ 変動 は 重要 な意味

をも っ て い る，また，これ は
“
後 ア ル プス 変動

”
とも呼

ばれ （後 ア ル プス 総研グル ープ，1966）， 地質構造発達

史を組み立 て る た め に も，無視す る こ とが出来な い 多 く

の 問題を秘め て い る，こ の こ とは ， 多くの 人か ら指摘さ

れ て い る通 りで ある ．こ の グ リーン タ フ 変動は，ゆ るい

昇降運動，古い 構造 と斜交 し深部割れ 目を 伴 う 断 裂 運

動，これ らに伴う火山 （〜深成）活動，急激な陥没性沈

降運動な どの
一

連 の 性格で 特徴づ けられ て い る．こ の グ

リーソ タ フ 変動 は ，千 島弧内帯，西南北 海道，本州弧内

帯 の 東北 日本 か ら北陸一
山陰 お よび フ ォ ッ サ マ グナ の 各

地域 に つ い て，それ ぞれ詳細 な 研究報告が な さ れ て お

り，そ の 発生，発展，消滅 に つ い て，時間的 に も空間的

に もそれ ぞれ の 成果が報告され て い る．

　 しか しな が ら， グ リーン タ フ 地域と され て い る琉球弧

内帯 に つ い て の これ らの 性格は，ほ とん ど未解決の まま

で あ る．九州地 方 にお い て は，い わ ゆ る グ リーン タ フ の

分布が 断片的 で あ る こ と，ま た本州方向，琉球方向お よ

び瀬戸内方向の 接点 に あた る こ と，さ ら に加 え て 大陸系

の 大量の 玄武岩類流出や新期の 火山岩類 に 被覆され る こ

とな どの た め，グ リーソ タ フ に 関係 した 研究 は数え るほ

どしか ない ．た とえば，火成活動史を編 ん だ もの と して，

桑原 （1951），首藤 （1958 ；1962），山本 （1960），松本

（1963 ；1966）な どが あ り，九州の グ リーン タ フ
〜同時代

の 火山岩類 を含め た もの の 考察と して，松本ら （1968），

宮久 ・松本 （1969），松本 ・松井 （1971） な どがあり，

ま た金属鉱床 との 関係を含め て，宮久 （1960 ；1972）な

どが あ る．これ らの諸報告がある が，九州地方 に お け る

グ リーン タ フ の 研究は，まだ ま だ今後の 問 題で ある ．

　本篇で は，最近 の 北中部九州に お け る グ リーソ タ フ 地

域 の 2 ，3 の 研究成果 に つ い て 報告し ， あわ せ て新第三

紀 の 火成活動に っ い て 若干 の 考察をお こ ない ，今後 の 参

考に供 した い ．

　本稿を草するに あた っ て ， 種 々 討論をい た だい た グ リ

＊
総 研 「グ リーソ タ フ 造 山初期に お け る地質学的岩 石学的諸問題」

　 報 告討 論集会 に て講演，1972年6 月17日 ，於 新潟大
＊ ＊

　長崎大 学教 養部地学教室
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一ン タ フ 総研 （グ リーン タ フ 造山 初期 に お け る 地質学

的 ・岩石学的諸問題 に関す る総合研究）の メ ソ バ ーに感

謝す る，な お ， 本研究の費用 の一部は文部省科挙研究費

に よ る こ とを記 して 当局 に 感謝す る．

H　北中部九州に お け る後期新生代の

　　火山活動 の大要

　北中部九州に お け る後期新生代，すな わ ち 中新世 以 降

の 火山活動 につ い て は，す で に 筆者が その 大要を ま とめ

た （1963）．そ の 後，新 しい データ ーや，年代測定の 結

果が 報告され ，細部 に 亘っ て は 変更せ ね ば な ら ぬ 点が あ

きらか に され て きた．しか しな が ら，その 大略は，そ の

当時 とほ とん ど変わらな い ，

　中新世以降 の 火山活動史は，北 中部九州が 本州弧 お よ

び瀬戸内方向 の 接点に あ た るた め，きわ め て 重要 で あ る

と同時 に複雑で あ るが，お よ そ次 の よ うに ま とめ られ る

（宮久 ・
松本，1969）．

　 1期 （F ）中新匱中期……宇佐層群 と して一
括 され る

　　　　 プ P ピ ライ ト〜グ リーン タ フ 活動

　∬期 （G ）中新世後期……第 1 瀬戸内期 の 瀬戸内系 火

　　　　山活動 と花崗岩類迸入

　皿 期 （G 〜H ） 中新世末期 〜鮮新世 （〜一
部 更 新

　　　　
’
世）

……大 陸系火山活動 と し て の 西 北九州 の 主

　　　　要な 玄武岩熔岩流出とそれ に 伴 う火［」」岩類 の 活

　　　　動

　W 期 （1 ）更新世初期……大量 の 安山岩類 の 降下 火砕

　　　　岩を伴い 熔岩台地形成 を主 とす る豊肥火山活動

　V 期 （」）更新世後期 （〜一部現世）
……LL【陰系火山

　　　　活動

　 VI期 （J〜K ）更新世末期
〜

現世
……琉球系火山活動

　 以上 の うち で，グ リーン タ フ 変動 とい われ る時代の も

の は， 1 ，1 ，皿 で あり，直接島弧変動 （藤田，1970）

に 関係 あ る火山活動 は V ，W で あ る．これ に対 して W の

豊肥火山活動 （松本，1963）は，そ の 分布面積が 広大 で

あ り，ま た その 層厚も厚く （普通数 100m ，最大 1，000

m ），特異 な噴出機構をも っ て お り，一方断裂 に よ る地

溝状の 陥没構造も認め られ る （YAMAsAKr　and 　MATsu ・

MoTo ，　 Z967； YAMAsAKI，　 MATsuMoTo 　and 　HAYAsHI，

1970； 松本 ら， 1973），一方 こ の 豊肥火山活動 に対比で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

184 松 本 徑 夫

き る火山活動は 瀬戸内方向に も追跡す る こ とが で き （堀

越 　1972）， グ リーソ タ フ 変動 と島弧変動の 両 性格 を有

す る火山活動 と見なす こ とが で き る、

　次 に上 記 の火山活動 の 分布 に つ い て の べ る．

　 1 期 の プ P ピ ラ イ ト〜グ リ ン タ フ 活動 お よび 同時代の

火山活動が 認 め られ る地 区お よび そ の 推定分布地区の 大

きさ は次の通りで あ り，また 第 1 図に 示すとお りで ある，

123456789豊前地区 （70km × 25km ）

豊後地区 （75km × 25km ）

肥前地区 （50km × 25km ）

壱 岐地 区 （　　 ？　　 ）

平戸地区 （40k皿 × 15km ）

三五島地区　（70kmx25k 皿 ）

北 薩地 区 （75km × 25km ）

南薩地区 （45km × 25　k皿 ）

宇治群島地区 （　 ？　 ）

’

　第 1 鹵　九州 に お け る グ リーン タ フ な どの 分布図

1 〜9　 グ リーソ タ フ 分布地 区

1　　豊鳶廿，　2　　豊後，　 3　　月巴前，　4　　壱 酊皮，
5　平戸，6　五島， 7　北 薩，8　南薩，
9　宇治 群島

10 祖母山火山岩類 お よ び新期酸性貫入岩類分布地 区

岨 〜D　島弧変動 の ブ ロ ッ ク化 の 模式図 （藤田，1970
　　　 に よ る）

　以上 の うち， 1 ，2 ，3 ，7 ，8 の 名称は すで に 筆者

らが提唱 した もの で あ る （宮久 ・松本，1969），今回 新

たに 4 ，5 ，6 ，9 の 名称を与える．壱岐地区は，壱岐

に お い て グ リー一・Y タ フ 類似の 火山活動が確認 され た （壱

岐団研，1973）．平戸 地 区 に おい て は ，平戸島対岸の 野 島

層群 の 中に も火砕流堆積物も見出され （山本博達ほ か ．

1972），また平戸島南部 に お い て も グ リーン タ フ 類似 の

火山活動が報告 され た （東 浜 ほ か，1972） こ と な どの 理

由に よ り新し く設け た．五島地区は五 島層群積成区 （植

田，1961 ；鎌 田 ・渡辺，1969 ；松本 ら，1968）に グ リー

ン タ フ 類似 の 火 山活 動 も認 め ら れ る の で，五 島地 区 を 設

け る．も っ とも平戸地 区は 五 島地区 と遮続 させ て五 島一

平戸地区 （五島一
野島層群堆積区） と し て一括すべ きも

の か も しれ な い ．宇治群島地区は ，北薩地区お よび南薩

地 区か らか な り距離的 に 離れ て い るの で新し く こ の地区

を設け る．豊前地 区 と豊後地 区 の 主分布は 大分県下 で あ

る が，こ の 両 者の 境は ，別府付近 か ら筑後山 地方面 に の

び る東西 の基盤の 高ま りとほ ぼ
一

致 して い る．　（宮久 ・

松本，1969）． こ の 東西方向の 不 連 続帯 と，松 山一伊 万

里 構造 線 とが一
致 して お り，何 らか の 構造的意味を も っ

て い る の か も しれ ない （宮久，1972）．さ らに，松山一

伊万里構造 線 の 西方延長 が，平戸島 と五 島列島を境す る

こ と に な るが，こ れ は 西海地区の 古第三 系〜新第 三 系の

構造 や，長浜 ら （1965）の 提唱す る五島一野島沈降帯 に

ほ ぼ直交 す る こ と に な り，海底の 地質構造 と共 に 検討せ

ね ば な らな い ．

　∬期 の 第 1瀬戸内期 の 瀬戸内系火山活動が認め られ る

地 区 は， 1期 の 地 区 とオ ーバ ー
ラ ッ プす る所 もあ るが，

お よそ次 の よ うに示 され，大野 お よ び祖母 山地区が 1期
と重 複 しない ，ま た こ の 両地区の みが，基盤岩山地 を直

接被覆 して い る．ま た男女 群島地 区 は， 1期 と して よい

もの か ，ま た ll期 と して よい も の か 今後の 検討が ま た れ

る （松本 ・高橋，1968），

1234567豊前地区

豊後地 区

大 野地 区

祖母山地 区

肥 前 地 区

五島地 区

男女群島地区

　 皿 期の 大陸系 火山活動 の 主舞台は 1期の プ ロ ピ ライ ト

〜グ リー
ン タ フ の 活動地区の 肥前 ・壱岐 ・平戸 ・五島の

3 地区 とオ ーバ ー
ラ ッ プす る，すな わ ち長崎県お よ び 佐

賀県 で あ り，一部は 福岡県，熊本県 に お よぶ．さ らに こ

の 東北方延長 は 山 口 県か ら山陰地域に お よぶ．大陸系玄

武岩類 の 絶対年代 は 次の よ うな値を示 し て い る．倉沢の

北松浦玄武岩類 （KURASAWA ，1967）の 一部 で あ る人 形

石山〜辻 ノ堂付近 の 玄武岩類 20ケの K − Ar法測定値 は，

（10，6〜7．04） × 106年前の 値を示 し，そ の 平均 は （8 土

N 工工
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1）× 106年前 を 示 して い る （OZIMA　et　 al．，1968）．ま

た ， 佐賀県杵島地区の 松浦玄武岩類 （松本 ，
1961）は ，

K − Ar 法に よ る 4 ケ の 平均は，（8．・13・−7・33）× 105年前

を示 し て い る，壱岐島に お い て も壱岐層群物部累層 の 最

下部付近に ア ル カ リ か ん らん 石玄武岩が 見出さ れ て お

り，中新世末期の 活動 と推定 され る （壱岐団研，1973）．

以 上 の こ とか ら，大陸系玄武岩類 の 活動 は，一
部は 中新

世末期 か ら活動を始 め，大部分は鮮新世 に 活動 した こ と

を 示すもの で ある，しか しながら一部 に は ， 局部的 に更

新世，さ ら に 現世 に も活動 し た 大陸系玄武岩類も認 め ら

れ る．

　W 期の 豊肥火山活動は，大分 ， 福岡，熊本，佐賀， 長

崎 の 5県 に ま た が り，臼杵一入 代構造線以北 に おい ℃

ほ ぼ東西方向 の 分布を示 す，

　V 期の 山陰系火山活動 お よびVI期 の 琉球系 火山活動

は，現在地形的 に も火山地形を残 して い る火山で あ り，

直接島弧変動 に 関係 して い る火山活動で あ る．と くに 山

陰系火山活動 は本州方向，瀬戸内方向に 合わ せ て琉球方

向が雁行的 に 表現され る こ とは注意せ ねばならない （松

本，　1963）．

皿　北申部九州におけるゲ リーン タ7 活動

　前述 した よ うに，北中部九州にお ける グ リ
ー

ソ タ フ活

動は ， 豊前，豊後，肥前，壱岐，平戸 ， 五島の 6 地区に

大別され る，もっ とも，グ リーソ タ フ 活動 と直接の関係

の 有無 は あ き ら かで ない が，少 な くとも 同時代に 活動 し

た 貫入岩 （深成〜半深成岩） として，以上 の 6地区以外

に対馬を 始め 数多く認 め られるの で あるが，これ らに っ

第 1表　豊前 ・豊後の グ リー・ン タ フ 地域 に お け る対比 表試案 （松本，1973）

ば
豊 後 1 豊 前

玖 珠 川 上 流

松本ら （1973）

玖 珠 川 中 流

松本 ら （1972）

　鯛　　　　生

吉村ら （1969）

更
新
世

下

　
部

1

藩

中

新

世

G

豊肥 火 山 岩類

（Hr　Ol）2Px 　A （1十 tb）

G

〜

H

×

豊肥溶岩
　（01）2PxA （1）
日日日層　（tb十 pfd）

釈迦岳溶岩

　2Px 　A（1十tb）

×

古期安山岩類
HrBrA 〜2PxA

X

　 　 　 　 　 　 Po

鯛生酸性岩類 Gr
　　　　　　 Gr．　P

×

旧 期 黒 色溶岩

（Hr）Px 　A

玖

珠

層

群

　
　
　
　
　
　．
ーb

上

部

層
中
部
層

下
部

層

Silt・ ss ・tb
tf ・ ptf ・ db

Hr　Bi　pfd
HrBiR 〜P
BiHrDSilt

・ss ・ptf
町田R （古万年山）

玖

珠

層
群

　 滝　 瀬　 層

”

　 　 　 ×

　 変　　質　　R

　宇群 Hr　A （1十tb十 tf）　 宇群

。 藤 搬
tb÷tf）k憲 変質 A 〜 P 「

鯛

生

層

群

×

Hr　 A〜Pr
　 1十tbPx

　A 〜Pr
Hr　 2Px　 A 〜？r

　 l十tb
（HrA ）1

× X 石 場　Cg

　宇 佐 〜耶 馬 溪

松本ら （Z963）；宮久

ら （1969）

八 面山溶岩 （他）
　012PxA （1）
耳匡馬溪層　（tb）

×

木ノ 子岳溶岩他
BrA 〜HrPxA

宇

佐

層

群

X

R　 ・W 　 D

麻生変質 A〜Pr
（Q・Hy・Bi）Hr　A
　 レトtb

恥

肋

〜

＋

A
、

尸

囃
・

舳

立

卩

X

　

　

　

溝
pH

合植物化石 変質 tf
Gg

A ： andesite 　D ；dacite　Gr ： granite　Gr．　P ： Granite　porphyry　P ： perlite　Po： porphyrite　Pr； propyrite

R ： rhyolite 　Bi： biotite　Br ： bronzite　Hr： hornblende　Ol： olivine 　Px ： pyroxe鵬 　Q ： Quartz　db ： diatom

b，d　 gt、 9・e  ・t・ff　 gtb・ 9・ee・−t・ff−b・ec ・ia　 l・ 1・v ・ pfd・ py・・cl ・・ti・ 且・ w 　d・p・・it　 ptf・ P・micet ・ff

ss ： sandstone 　tf： tuff　　tb： tuff・breccia
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い て は 既 に 報告 した （松本 ・松井，1971）．本篇 で は，

上 記 6 地 区の 中で 豊前 ・豊後地区 につ い て の 考察をの べ

る．な お，壱岐地区 につ い て は本論集に報告され て い る

（壱岐団研，1973），他地区 にっ い て は なお 今後の 検討

が また れ る ．

　第 1表 に 豊前 ・豊後の グ リーン タ フ 地 域 に お け る各地

の 対比を試案 と して 示 した ．両 地 区 に お け る グーリ ン タ

フ 〜 グ リーン タ フ 類似の 火成活動 は，宇佐層群〜
同相当

’
層お よび 玖珠層群 で あ り，中新世宋期 の 火成活動 と して

瀬戸内系火成活動 が 認め られ る，こ れ らを被覆 して 豊肥

火山岩類お よび こ れ に 相当す る火山活動 の 噴出物が発達

し て い る，

　 A 　大 分 県 玖珠 上〜中流 域

　玖珠川中流の 日 閏市〜豊後山田 に か けて の 火山地質に

つ い て は 既 に報告 （松本 ら，ユ972） した ．ま た，玖珠川

上流域 の 豊 後森
〜

豊後中村〜九 重 山北麓 に つ い て の 詳細

は現在投稿中で あ る （松本 ら，1973）， した が っ て，そ

の 両者を含め て 概略的 に説明する．

　 玖珠川
〜中流域 に い て は基盤岩 に 直接す る こ とな く，

グ リーン タ フ に 関係する宇佐層群 が 露出し，そ の 下限は

不 明で あ る．宇佐層群 に 相当す る と考 え られ る もの は，

普通輝石含有角閃石安山岩 ・角閃石 安山岩 ・黒 雲母角閃

石石英安山岩 ・黒雲母 角閃石 輝石 安山岩な どの 溶岩 ・凝

灰岩 ・凝灰角礫岩 か らな るが，変質が 著 しい こ とお よび

連続露出 に 欠 け るこ とな どの 理 由に よ っ て，本層群相当

層内で の 層序関係 は必 ず しもあきらか で ない ．変質程度

も強弱種 々 あ り，外観的 に も種 々 の 岩石 種が あ り，上 記

岩石を原岩 とす る変質安山岩 ・プ P ピ ラ イ ト ・
緑色凝灰

岩 ・緑色凝灰角礫岩な どがみ られ る，引治西 方 の 玖珠金

山は ，上 述の 宇佐層群相当層 と後述 の 玖珠層群 を母 岩 と

す る含金銀石英脈 で あ る。

　上記 の 宇佐層群相当層を各地 で 不整合〜アバ ッ トの 関

係 で 玖 珠層群が 発達 し て い る．玖珠川上 流域 に お け る 玖

珠層群 は上 部 ・中部 ・上 部の 三 部層 に 分けられ る．全層

厚290皿 以 上，ボ ー
リ ソ グの 結果 で は 400皿 以 上 とな る．

下 部層の 最下 位 は 宇佐層群相当層 を不 整合関係 で 被覆す

る層厚20皿 ± の 珪化流紋岩 で あ り， 町田溶岩 と称 した も

の で あ る （松本ら，1973）． こ れ が，宮久 （1960）の 古

万年山溶岩 に 相当す る も の で あ る．こ の 上 位 に 軽石凝灰

岩， 水底の 安山岩質凝灰角礫岩，礫岩な どが 認め られ ， お

そ ら くそ の 上位 に，シ ル ト岩，砂岩，水底凝灰岩の 互層

が 累重 し，さ ら に そ の 上 位 に砂 岩，シ ル ト岩，砂岩 シ ル

ト岩互層が発達す る．この下部層 の 全層厚 は 120m を越

し，ボーリソ グの 結果で は 200m を越す と考 え られ る．

玖珠川 中流域 に お い て も，町 田流紋岩 に相 当す る珪化流

紋岩 と変質流紋岩が 2 ケ所 に わた っ て 分布して い る，

　 中部層は 下部層を整合関係 で 被覆 す る酸性火山岩類を

主 とす る，すな わ ち，黒雲母角閃石流紋岩の 梶屋溶岩，

角閃石黒雲母流紋岩〜パ ーライ トの 生龍溶岩，角閃石黒

雲母流紋岩質 の 軽石 流堆積物〜軽石 凝灰岩 で あ る中村軽

石流な どか らな る，これ らの 層厚は 溶岩流を主 とするた

め 場所 に よ っ て 異な るが90m以上 あ る．これ に 対比 され

る もの は玖珠川 中流域で は見出 され な い ．上 部層 は 中部

層を整合関係で 被覆し， 砂岩J シ ル ト岩，砂岩 シル ト岩

互層，凝灰岩，軽石凝灰岩，凝灰角礫岩，お よび これら

の 間に 4 層準 に わ た っ て 珪藻土 が 発 達 し て お り，これ が

加工 の 対象 とな っ て い る．これ ら の 全層厚 は 80皿 以上 と

な る，玖珠川中流域 に お い て，こめ上部層 に対比され る

と考え られ る も の は 滝瀬層で あ る．これ は シル ト岩，頁

岩，砂岩，珪藻土質 シ ル ト岩細互層 よ りな り，玖珠川

不整合に よ っ て， 日田層に 被覆 され て い る　（松本 ら，

1972），

　玖珠川中流域に お い て は ， 前述の 玖珠層群滝瀬層を不

整合関係 で ，古期安山岩類と し た 複輝石安山岩〜角閃石

複輝石 安山 岩の 溶岩流が 発 達 して お り，第 工瀬戸内期 の

火山活動 に 関連す る噴出物 と考えられる．この 古期安山

岩類 は，玖珠層群最上 部 と考え て い た の で あ るが，両者

の 関係 が 不 整合関係 で あ る こ と，瀬戸内系火山活動 との

関連が 考 え られ る こ とな どの 理由に よ り，玖珠層群か ら

除外して，その上位 の安山岩類と して，対比表試案 （第

1表） の よ うに考 え た い ．

　玖珠川上〜中流域に お い て は ， 各地 で玖珠層群 と豊肥

火山岩類 あ るい は 日田層との 間 に傾斜不整合が確認され

た．こ れ は，鮮新世削剰期 間 を示 す もの で あ ろ うと考 え

られ ， 地質学的 に も重 要な意味をもつ もの と して，玖珠

川不 整合と称 した （松本ら．1972 ；松本ら，1973＞．

　また，玖珠川上 〜中流 に お け る上 述の グ リン タ フ に 関

係あ る地層の 地質構造 につ い て は，局部的な分布を示す

こ とな どの 理 由に よ っ て ，不 明 な点 が多い が，一
般 に は

ゆ る や か な構造を示 して い る も の の ，局部的 に は 玖珠川

中流で 見 られ る よ うに 70°に も急斜して い る所 が あ り，

25°〜40 °

の 傾斜 を示 す と こ ろ も数多く認 め られ る．

　 こ こ で の べ た 玖珠川上〜中流域 の 宇佐層群相当層は豊

前地 区奥耶馬溪 の 溝部変質安山岩〜麻生変質安山岩 と同

時代の岩体 と考え られ る．また 引治西方の 玖珠金山 は、

宇佐層群 相当層 と玖珠層群下部層の 両 者を母岩とす る浅

熱水性の 含金銀石英脈 で ある，九州に お ける主要な金鉱

床の 母 岩は，プ ロ ピ ラ イ ト〜グ リーン タ フ で あ るが，こ

の 地域も例外で は ない ．
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　B 　大分県鯛生金山地域

　 日 田市南方 の 津江山地 に は，鯛生 金 山，星 野金山 な ど

が あ る ．こ の 地域周辺 の 火山地質 につ い て は，吉村 ら

（1969） の 報告が あ る，前述 の玖珠川上〜中流城，耶馬

溪地 域 との 対比試案は 第 1表 の とお りで あ る，吉村 ら

（1969） は 本地域 に お け る 最下位の 変質火山噴出物 に対

して 鯛生層群 と命名 した，これ は対比表で 示 して あ る よ

うに，宇佐層群 に 相当す る グ リーン タ フ や プ ロ ピ ラ イ ト

に 相当す る もの で あ る，以下 ， 吉村 お よび宮久 （1972）

に した が っ て の べ る，

　鯛生層群 の 分布 は 日 田 市南方 に お い て 大 き く 3地 区 に

分けられ る．すなわち熊渡山 の 周囲の 柚木， 田篭， 福岡

集星野金山地帯 の 北部地区，鯛生金山か ら釈迦岳にい た

る大分 ・福岡県境尾根の 東西両側 に 分布す る 中部地 区，

お よ び上津江村 の 上 野田川と川原川 の 流域な どの 南部地

区で ある．これら 3地 区 は一
連 の もの で あ り，各地区 と

も標高 960m の 高所ま で 分布発 達 し て い るが，その 東北

方の 大山川 で は 河底 に も出現せ ず ， か な り起伏 を も っ た

分布を示 す ら し い ．

　鯛生層群 は 基 底礫岩 の 石 場礫岩層か ら始ま っ て い る，

こ れ は各種変成岩を主 と し，稀に 火山岩を と もな う，礫

は 亜角礫〜円礫 で あ り，大きさ は 数cm 〜20cm ，最大

80cm に 達 す るt・基質は 結晶片岩 の 砂 と粘土 か らな る ．

層厚 は普通数 1n 程度で あ るが 石場で は10m を越え る．石

場付近で は花崗岩に接し西方で は 変成岩の 上 にの る，花

崗 岩 との 関係 は あ き らか で な い が，吉村 ら （1969）に よ れ

ば花崗岩が貫入 した もの と して い る，こ の 石場礫岩層は

始新世末期 に犬鳴面 に よ っ て代表され る準平原化があ り

（浦 田，1962），そ の 後大 塚 山
一

猿駈山の 申間付近 を通 る

N20°E − N30°E の 地溝性断層 に よ り東側が 落ち，その

凹 地 に石 場礫岩層の 堆積が始ま っ た と考 え られ て い ・る．

こ の こ とは グ リーン タ フ 発生初期 に お い て，隆起
一

陥没

に つ づ く崖錐性堆積物が知られ て い る （本宿団研， 1970，

ほ か ） こ と と比 較 して，興味深い 問題を含ん で お り，今

後の 検討 が また れ る．

　石場礫岩 の 上位 に 鯛生層の 下部層とそれ に 整合 す る 上

部層が 発達 して お り，これ らの 全層厚 は 鯛生鉱山付近 に

お い て，＊b　i，　OOOm の 厚さを有 し，西方 は うす く，分布

地 区の 中心 部 で あ る東方 に おい て 厚 い ．下部層は 輝石 安

山岩質の 火山砕屑岩を主と し，一部に溶岩流をは さん で

い る．また 星 野地区 にお い て は 角閃石 安山岩質 を認 め

る．上 部層は輝 石 安 山 岩〜角閃石 安山 岩 の 溶岩流 を主 と

し，r 部に火山砕屑岩をは さ ん でい る．これ らは熱水変

質の 程度 の 差に よ り種々 の 見 か け があ る．比較的弱変質

の 輝石安山岩質の もの は ，斜長石は やや新鮮で ある が，

有色鉱物 の 輝石や角閃石 はパ ス タ イ トや，ウ ラル 石化〜

緑泥石化 して い る．その 変質の すす ん だ もの は，暗緑色

〜灰緑色 の プ ロ ピラ イ ト とな っ て お り，斜長石 の 方解石

化，有色鉱物の 緑れ ん石化 ， 全般にわ た る緑泥石化 お よ

び一
部 に 沸石化作用が み られ る．これ らの プロ ピ ラ イ ト

化 に 対 し て さ ら に 珪化作用，粘土 化作用 な ど の 熱水変質

がみられ る．粘土化 は，パ イ ロ フ ィ ライ ト，カ オ リン，

ク リス トパ ライ ト，モ ン モ リ ロ ナ イ ト，セ リ サ イ トなど

の 生成，珪化は 石英〜ク リス トパ ラ イ トな どの 生成 を も

た らし ， さらに 明バ ン石，石膏 ， 硬石膏 ， 氷長石な ど も

認 め られ る，こ の 鯛生層群 に は 鯛生金山 をは じめ ，星野

金山な どの 数多 くの 浅熱水金銀鉱脈 を胚胎 し て い る．

　鯛生地域 にお い て は ， 鯛生層群 の 上 位 に ， これを 不整

合関係で 被覆す る 旧 期黒色溶岩が発達 し，豊肥火山活動

の 溶岩流 （釈迦岳溶岩） に 被覆 され る．これ は普通輝石

角閃石含有斜方輝石安山岩で あ り，斜方輝石玄武岩ある

い は 玄武岩質安山岩とも呼 ばれ た ．こ の 分布は，県境山

地 ，大山川 中流 か ら前述 の 玖珠川 中流 の 古期 玄 武岩 類 に

お よび，さらに 熊本県菊池市に 至 る も の と考え られ る，

変質作用 の
一部は ，この 旧期黒色溶岩に も 及 ん で い る ら

しい 。

　鯛生層群 に 対 して 貫入関係 に ある と考え られ て い る も

の は，鯛生 酸性岩類 と呼ばれ て い る ，こ れ は 旧 期黒色溶

岩 と の 鬨係は 不 明で あ るが，層序的 に は こ れ に お くれ て

活動した もの と推定され て い る．こ の 中 に は 花崗斑岩，

黒雲母 花崗岩，竕岩な どが 認 め られ ，こ の 順 に 活動 し た

と考 え られ て い る．

　C　大分県 宇佐
〜耶 馬渓地 区

　豊前宇佐〜耶馬溪地区 に お い て は，基盤の 花崗岩類 お

よび古第三 系の 洞門層の上位に宇佐層群 と呼ば れ る変質

安山岩
〜プ ロ ピ ラ イ ト類が掌佐〜

駅館川上流麻生 地域 か

ら耶馬溪上流域に分布す る．これ と連続する もの は，英

彦山域を潜 りぬ け て，福岡県朝倉郡小石原〜大分県 日田

市北 部小 鹿 田 な どに 分布 し，耶馬溪上流域の そ れ と 共

に，溝部式変朽安山岩類 と呼ばれ た もの で あ る （加 藤，

1918）．

　耶馬溪 の 山国川上 流域山国町 に お け る宇注層群 は溝部

変朽安山岩類 と呼ば れ た もの で あ るが，こ こ で は溝部変

質安山岩類 と呼ぶ， これ ら は 角閃石 両輝石安山岩〜
両

輝石安山岩 を 原岩 と して お り，一部角閃石安山岩を認 め

る。下位 に は 凝灰角礫岩質 の 部分 が多く，上位 に は 溶岩

が 発達す る．い ずれ も変質 が すす ん で お り，プ ロ ピ ライ

ト〜変質安山岩 とな っ て い る，角礫質 の 部分で は 緑色
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部，紫褐色部〜紫色部 を 呈 し，溶岩 の 部分は 濃緑色〜灰

緑色〜緑黒色 を呈す る ．こ れ らの 上位 に 流紋岩 が 知 られ

て い るが，玖珠川 地区 と対比 す るな らば，玖珠層群最下

部 に あ る流紋岩類 の 町田溶岩 （宮久の 古万年山溶岩に相

当す る （宮久，1960） に 対比 され る可能
・
「thhSあ る，さら

に，これ らは各地 で 黄鉄鉱化，炭酸塩化，珪化，粘 土化

な どの 変質作用を受 けて い る．ま た 山国川 上 流 の 旭金

山，溝部鉱山な どは こ の 溝部変質安山岩を母岩と した含

金銀 ア ン チ モ ニー石英脈を採掘 した もの で あ る．さ ら に

そ の東方山国川本流の 平田付近 に は，角閃石含有両輝石

安山 岩溶岩 が 認め られ，それ も緑色化 して プ n ピ ライ ト

と な っ て お り黄鉄鉱化 を受 け て い る．これ らの 山国上〜

中流 に 分布す る プ ロ ピ ライ ト〜変質安山岩類は ，宇佐〜

麻生 地域 の も の に 比 して 変質 の 程 度 も強 く，宇佐層群 の

下部を代表するもの と考え て い る が，詳 しい 層序 は あ き

らか で ない ．

　 そ れ に 対 して，本耶馬溪 町 東部 の 跡 田川 上 流〜跡 田付

近 の 麻生変質安山岩類 は，紫蘇輝石角閃石 安山岩，黒雲

母角閃石安山岩，角閃石黒雲母石英安山岩な どの 溶岩を

主 と し て お り，こ れ らの 変質岩 か らな る，こ れ らは 山 国

川上〜中流域 の もの に 比 しや や 酸性 で あ る，耶馬溪町東

部 の 変質安山岩類 は さ らに麻生 地区に連続 し，角閃石 安

山岩質の 凝灰角礫岩溶岩で ，紫蘇輝石，角閃石 を 主 と

し，黒雲母，石英を含む もの も あ る，こ れ らの 変質安山

岩 か らな り，緑泥石化，方解石 化，粘土 化 が 認め られ，

高並 の 宇佐金山，上麻 生 の 麻 生金山 で は含金銀石英質鉱

脈を胚胎して お り，
こ の よ うな場所で は ， 珪化 ， 黄鉄鉱

化，曹長 石化，氷長石 化 な どが 認め られ る．

　麻生変 質安山岩 は変質の 程度 も弱く， また未変質岩も

含まれ て お り，溝部変質安山岩に比 して変質の 程度 も弱

い ，ま た鯛生層群 に お い て は，下部層に輝石 安山岩類が

多く，上部層は角閃石 安山岩類を主 と して お り，宇佐層

群 に お い て は 溝部変質安山岩は 輝石安山岩類を主 とし，

麻生変質安山岩 は角閃石安山岩を主 と して い る，こ れ ら

の こ とか ら，鯛生層群下 部層と 溝部変質安山岩 を 対比

し，鯛生層群上部層 と麻生変質安山岩を対比 した い の で

あ る，すなわ ち，宇佐層群 に お い て は ，溝部変質安山岩

は下部 を代表す る も の と考え られ るの で あ る が，詳細 な

層序と構造は ， 今後の 研究に まち た い ．

　さて ，宇佐層群 （首藤，1953）は 国東半島 つ け根の 部

分に 西屋敷
一

立 石
一

中山香 と 日豊線沿い に，南 は 宇佐郡

安心 院町の
一

部な どに 露出 して お り，東西 11km ，南北

最大 8km に わ た っ て分布 して い る．こ の 宇佐層群 は基

盤岩 と して 領家式 の 変成岩類 と，花崗岩類 を被 っ て 発達

す る．基底お よび中間 の 各層準 に礫岩、砂岩，凝灰質 シ

ル ト岩な どの 水底堆積層を伴う．大 部分は 輝石 安山岩〜

角閃石 安山岩の 凝灰角礫岩 と溶岩か らな る．これ らは各

程 度 に 変質を受け て お り，一般 に 暗緑色〜灰緑色 を示 し

て ，プロ ピ ラ イ ト〜グ リーン タ フ に な っ て お り，風化 す

ればやや褐色を呈 し，粘土化，黄鉄鉱化 もい ち じ る し

い ，こ の 字佐層群 の 詳 しい 層序もあきらか で な く，お よ

そ 鯛生層群 に 対比 され る もの で あ ろ う．また こ の 基盤岩

層と宇佐層群 とを母岩 と して 金銀ア ソ チモ ン方 解石 石英

質鉱脈が 胚胎され て お り， 馬上金山始め 多くの 採掘跡を

有 し て い る．

　耶馬溪地区 に お い て は，こ れ らを不 整合関係で 被覆 し

た木 ノ 子岳溶岩，鹿嵐山溶岩その 他 の 溶岩が存在す る．

木 ノ子岳溶岩は 暗黒色 の 古銅輝石安山岩で あ り，そ の ほ

か 角閃石輝石安山岩な ども認 め られ る，これ らは，瀬戸

内系火山活動 に関連す る も の と考え られ，鯛生地区の 旧

期 黒色溶岩，玖珠川中流域 の 古期安山岩類 に 対比 され る

も の で あ ろ う．

】V　祖母 山地域の 火成活動

　第 E 節で の べ た よ うに，北中部九州 に お け る第 1瀬戸

内期 の 瀬戸内系火山活動は，プ ロ ピ ライ ト〜グ リーン タ

フ の 火山活動が 認 め られ る豊前，豊後，肥前，五 島など

で 地 域的 に 重 な っ て い る．それ に 対 して 第 1 瀬戸内期 の

火山活動が みられ る大野，祖母山の 両地区 に は，い わゆ

る プ P ピ ラ イ ト〜グ リーソ タ フ の よ うな活動は 認 め られ

て い ない ，しか しなが ら，時代的 に は 何 れ も中新世 と考

え られ，大局的に は グ リーソ タ フ活動 の 時代 と一致 す

る．そ こ で 筆者が調査 した 祖母 山地域 の 火成活動 の 大略

を の ぺ ，い わ ゆ る グ リーン タ フ 活動 と比 較 した い ，祖母

山地域 の 火成活動 につ い て の 詳 細 は 別 に 報告した の で

（松本 ・宮久，1973）そ の 大要をの べ るに とどめ る．

　祖母山火山岩類は ， そ の 北方 の 大野火山岩類とやや共

通 して お り，新第 三紀中新世の 瀬 戸 内系の 火山活動 の 噴

出物 と考え られ，その 分布は 大分・宮崎県境の 祖母山〜通

傾山 を 中心 と し て ，ほ ぼ 南北19km ，東西26km に わ た る，

祖母山火山岩類は，古第三紀と 考え られ る 見立層 （松

本 ・ 橋本，1963； 宮久 。橋本 ・松本，1971），お よび そ

れ 以 前 の 基盤岩の 上 に 噴出 して お り，その 噴出順序は第

2表の とお りで あ る．すな わ ち，見立層を不 整合関係で

お お い ，第 1期 か ら第皿 期 まで の前期 （先 カル デ ラ 期），

カ ル デ ラ 形成期，第IV期〜第 VI期の 後期 （後 カ ル デ ラ

期） に 分けられ る．

　第 1 期 の 噴出物 は 層）9200〜300m ｝C達 し，石英安山岩

質の 火山砕屑岩で 代表 され ，

一部に溶岩流 を含む．すな

わち，降下火砕岩の 凝灰岩
〜凝灰角礫岩につ づ い て，軽
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石流 の 堆積物があ り溶結凝灰岩 とな っ て い る，こ の 前後

に 石英安山岩質溶岩流 が は さま り，溶岩 ， 溶結岩 ， 溶

岩，溶 結 岩，溶岩 と互層す る．つ づい て 再 び降下火砕岩

の 凝灰角礫岩が発達す る．溶結岩 の 構成鉱物は 石英，斜

長石，カ リ長 石，黒雲母 で あ りSio2は 67％ で あ る．第

H 期 は リソ イ ダイ ト （無斑晶流紋岩） の 溶岩流 の 活動で

あ り，層厚 130〜300mで あ る，第 皿期は 第 1 期 と同様 に

再 び 石英安山岩質の 活動 とな り，降下火砕岩 の 凝灰角礫

岩 ， 軽石流 の 溶結凝灰岩 ， 降下火砕岩 の 凝灰角礫岩，溶

岩 と重な り， 500〜600m の 層厚にお よぶ ，

新 第 三 紀

中　新 世

第 2 表 祖 母 山 地 域 火 成 岩 類 活 動 史

難 欝 騨

祖
母
山
火
山
山

石

類

　　
一

貫 入 関 係
一

御灘1難鵬

前期

一 休止期 （カル デ ラ形成期）一

（流紋岩）
〜

石英安山岩溶岩

石英安山岩質凝灰角礫岩

石英安山岩質溶結凝灰岩

石英安山岩質凝灰角礫岩

リソ イダイ ト溶岩

陣
1 期噴出物

韈 戀黝 一

　　 傾 山 不 整 合

古 第 三 紀 　 見 立 層

見 立 不 整合

先古第三紀　　基盤岩類

　 こ れ に っ つ い て カル デ ラ型式の 陥没構造 が 形 成 さ れ

た．す なわ ち祖母 山）k山岩 を切 る断層は 弧状〜環状 に 近

い 形態を示す こ とが著 しい 特徴の 1 つ で ある．祖母山南

側 か ら尾平越西方を 通 り，土 呂久鉱山北方 か ら西方 につ

づ く弧状 の 尾平断層は ， 1，000m あ るい は それ 以上 に 達

す る垂直移動 に よ っ て ，北側 の 火山体側が陥没 して い る．

傾山の 北方 で は九折谷の支流 ドウ カイ 谷か ら三 尾南方を

通 り大白谷 南西 に ぬ け る観音滝 断層 に よ っ て，南側 の 前

期噴出物 と，北側の 後期噴出物 が境され ，北側 が 陥没 し

て い る，また 祖母 山火山岩の分布東限は，緒方 町小原 か

ら木浦鉱山大 切谷 に つ づ く北 西
一

南東系 の 大白谷
一

大切

峠断層に よ っ て 断 た れ，東側は古生界が分布し，火山体

側が落ち こ ん で お り，基盤古生界 に は か な り大 きい 水平

転位 も認 め られ るが，垂直転位 （火山岩体 の 落 ち こみ ）

は 850m あ るい は 1，　050m 以 上 に も な る，こ の 観 音 滝断

層か ら半円周 状 に大白谷
一

大切峠断層を つ な ぐ と NNW

側の一部は 未確認 で あ るが，長径 （NNW − SSE 方向）

9km 以 上 ，短径 （ENE − WSW 方向） 6km の 構円状の

陥没構造 が 確認さ れ た の で あ る．こ の 火山性陥没構 造 に

対 して 傾山 カル デ ラ と称 した （松本 ・宮久，1973）．

　前述 の 陥没構造形成 に つ づ い て 祖母山火山岩類 の 第W

期 の 活動 が始ま る．前期噴出物 に 比 し や や 塩基性 の 火山

活動 とな り，第 W 期は 無斑晶輝石安山岩の 溶岩 と凝灰角

礫岩の 互層に よ っ て 代表され ，一
部 に 斑状輝石安山岩 を

認 め る．これ らの 厚さは一般 に 200m ± で あ る が，九折

地区で は 400m 以上，上野村 で は 550m に 達す る．第 V
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期の 噴出物は斑状輝石安山岩 と同質凝灰角礫岩の 互層で

代表 され るが，一
部 に は 無灘晶輝石 安山岩を は さみ ，全

層厚 35G皿 以上 に お よぶ．第 VI期 の 噴出物 は 石英安山岩

質の溶岩流 と 同質 の 凝灰角礫岩 で あり，その 全層厚 は

200m ± あ るい は そ れ 以 下 で ，祖母 山地区に の み分布す

る．

　つ づ い て，前述 の カ ル デ ラ を形成せ しめ た弧状断層 の

再活動 が あ り，それ に つ づ い て 新期酸性貫入 岩類の 活動

が あ っ た． これ らは，珪長岩 （フ ェル サ イ ト），細粒花

崗閃緑岩，花崗斑岩〜石 英斑岩，黒雲母花崗岩の 順 に 貫

入 して お り，これ らの
一

部は し ば し ば前述 の 弧状断層に

岩脈 の 形態で 貫入 して い る。こ の 黒雲母花崗岩の 絶対年

代は K − Ar 法で 21　x 　106　Y ．B ．P （MILLER 　et．　 aL 　1962），

フ ィ ッ シ ョ ソ ・ト ラ ッ ク 法で 20 × 106Y ，B．P （西村 ・
笹

島，1972） とされ て お り， 中新世 の 年代を示 して い る．

　以上 の こ とか ら，祖母山火山〜火成岩地域 の 構造発達

史 の 順序を整理 す る と次 の よ う に 考え られ る．

　（1 ）　祖母 山火山岩類前期火山活動 （第 工〜皿 期）

　（2） 火山性陥没構造 （傾山 カ ル デ ラ）の 形成と弧状

　　　断層の 活動

　（3 ） NW − SE系 の 大白谷
一

大切峠断層

　（4）　祖母 山 火山岩類後期火山活勁 （第 IV〜VI期）

　（5 ） 陥没構造〜弧 状 断層お よ び NW − SE 系断層の 再

　　　活動

　（6 ） 上記断層の 再 活動に と も な う新期酸・lth貫入岩類

　　　の 活動

V 　グ リーンタ フ活動 と祖母 山 火成活動

　第 皿 節 で ，北中部九州に お け る グ リーン タ フ 活動 特

に 豊前地区お よ び豊後 の そ れ を説明 し， さ ら に 第 IV節

で，第 1 瀬戸内火山活動の 1 つ と し て 祖母 山 火山 岩類お

よ び新期酸性貫入 岩類 と こ れ らの 構造発達史に つ い て の

べ た．こ こ に の べ た グ リーン タ フ 地区は ， 第 1 図 で あき

らか な よ う に大分一
熊本構造線以 北 で あ る．それ に 対 し

て 祖母 山地区 は 大分
一

熊本線以 南で あ り，しか も 臼杵
一

八 代構造 線 に ま た が っ て い る．祖母 山地区に よ く似た 産

状を示す もの は，祖母山地 区の 北方 の 大野溶結岩の 火山

区，す なわ ち鎧 ケ岳酸性火砕岩お よ び代 三 五 山溶岩な ど

の 分布す る大野火山区で あ り，これ も大分一
熊本線以南

で あ る．これ に 似 た li
生質をもつ もの は，中央構造線の 南

側に ひ ろが る 四 国の 石 鎚山 火山 区 で あ り，カル デ ラ 類似

の 陥 没 搆造 も報告され て い る （NAGAI，1959）．

　この よ うな 中央構造線お よび こ れ よ り分岐す る構造線

に 沿 っ て，大量 の 火砕流噴出，カ ル デ ラ類似の 陥没構造

の 形成，大量 の 輝石 安山岩 質マ グマ の 活動，酸性貫入 岩

の 活動 と そ ろ っ て 見 られ るの は，中央構造線に 近 い と こ

ろ に 限られ て い る．すな わ ち こ の よ うな火成活動 は 中央

構造線 の よ うな基盤構造 と密接 な関係を も つ もの で あ ろ

う，また こ の よ うな基盤構造 は，カ ル デラ形成後に も再

活動す る こ と が あ り， 阿蘇火山の カ ル デ ラ壁 も，大分
一

熊本方向 の 断層 に よ っ て 転位 し て い る　（松本唯
一，

1933）．一方，藤 田 （1970）は 島弧 変動 の ブ 卩 ヅ ク 化を

想定 し，日本列島に お け るそ の 模式図を示 した，そ の 九

州地区 に お け る ブ P ッ クの あ る 2つ の 境界 （第 1図 の A

と B の 境）は，ま さ し く大分
一

熊本構造線 と一致 し て い

る．

　前述 の 新第三 紀 の瀬戸内火山帯 は ， 領家帯，三 波川帯

あ るい は 秩父帯，一
部は 四万十帯などの 古期基盤の 地 域

に あ り，前述 の 第 1 図の B ブ P ッ ク は こ の 地域 に あ た

る、また石鎚火山区の 火山岩の 下位 に は 久万層群，祖母

山火山岩類 の 下位 に は 見立層な どの 古第三 紀 の 水域堆積

物が ある が，き わ め て 薄い もの で ある．したが っ て 祖母

山地域や 石 鎚 山地域の よ う に カ ル デ ラ ま た は 類似の 陥没

構造が 認 め られ る所 で は，火 山活勤時に ，全般的 な 沈降

性の 環境に あ っ た とは 考え られ ない ．祖母山地域 の 東南

方 に お ける 日南層群，宮崎層群 の 積成区 （高 干 穂変動の

地域） （首藤，1969）の 存在を考え れ ば，む し ろ相対的

に 隆起帯 で あ る．ま た，花崗岩マ グマ の 活動 と，これ の

先駆的性質 を有す る もの と して，酸性火山岩の 噴出活動

を考え る な らば，祖母山地域 に お け る 隆起現象を考え て

よ い ．すなわ ち，隆起帯の 中に おい て ， 酸「生マ グマ に 関

す る祖母山地 域 の 隆起現象が推定 され るの で あ る．した

が っ て祖母山地 域 に お い て は，隆起帯 の 存在一
酸性マ グ

マ に 関係す る 地 殼表層部隆起一酸性火砕岩 （〜溶岩）噴

出
一陥没構造 （カ ル デ ラ ）形成

一
中性 （〜や や 塩基性）

火山岩噴出
一陥没構造再動

一
酸「生貫入 岩活動の

一
連の 地

質現 象 が 組 み立 て られ る，

　こ れ に 対 し て グ リーン タ フ 地域 の 本宿 に お い て は ， 藤

田 ら （1970）が 指適 した よ うに，全般的 な 隆起地 域 に お

け る局 地 的 な地殼表層部隆起一一
次陥没

一
火山 活動

一
二

次陥没
一

火山岩 ・深成岩活動が認 め られ て い る，以上の

こ とをさ ら に簡略化す る と次 の とお りで あ る．

　本宿 　隆起 → 陥没→ 火山活動 → 陥没 → 火 山活動 → 深 成

　　　　活動
・

　祖母 　隆起 → 火山活動→ 陥没 → 火山活動 → 陥没再動 →

　　　　深 成活動

　以上 の こ とか ら祖母 山地域 と グ リン タ フ 地 域 に お い て

い ち じ る しい 差 は，祖母山地域は 火山活動後に 陥没 が お

こ っ てい る．それ に 対 し て 本宿で は一
次陥没後火山活動

が 開始され る こ とで あ る，本宿 の よ う な例 は，グ リーン
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タ フ 地域に お い て各地 に 認め られ て い る （藤田ら，1968），

前述 した よ うに，宇佐
一

耶馬溪地区お よ び鯛生地 区 に お

い て は，基底礫岩 か ら始ま っ て順次火山礫岩
〜火山岩の

活動 に移化 し て お り，特 に 鯛生地 区に お い て は 断層活動

後基底礫岩の堆積→ グ リーン タ フ の 活動 が 認め られ てい

るの で あ る，こ の こ とは，グ リ　一一ン タ フ 発生期 に お け る

陥没構造〜撓曲構造の 存在 を意味す る もの と し て ，重 要

な 問題 で あ ろ う．

　 さ て祖母山地域 の 火成活動 の 時代は、前述 の よ うに，

黒雲母花崗岩の 絶対年代 が 21× 106年前〜20× 106年前 を

示す の で，すぺ て中新世 と考え られ る．黒雲母花崗岩は 祖

母 山地域 の 火成活動 で 最末期で あるの で，他 の 火成岩類

は すべ て 21〜20 × 106年前以 前で ある．しか し，祖母 山

地 域の火成活動は ほ ぼ一連の もの で あ ろ う．さて ， こ の

年代は，第 1 瀬戸内区で 二 上層群（1，　800・− 2，100万年前）

や石鎚層群の 時代 で ある，し か も こ の 年代 は，他地 区 に

お い て は ， グ リー
ン タ フ 活動た けなわの 時代で あ る．す

な わ ち同時代 に申央構造線 に 沿 っ た瀬戸内区に の み，グ

リーン タ フ 活動 とやや異質な火山活動があ っ た こ とを認

め ねばな らな い ．こ れ らの 地質学的 関係〜原因な どに つ

い て は，今後に 残 さ れ た 聞題で あ る．

VI む　　す　　び

　小論 で の べ た こ と を 要約 し て むす び とす る，

　 1　北中部九州に お け る後期新生代すなわ ち 中新世以

降 の 火山活動 の 大要に つ い て の べ ，その 時代，分布 方

向性 ， な どに つ い て と くに 述べ た，

　 2　北 中部九州にお けるグ リーン タ フ の 活動 の 例 と し

て ，大分県下 に お け る玖珠川上〜申流地域，鯛生金山地

域，宇佐〜耶馬溪地城 の 地質 お よ び グ リーン タ フ に つ い

て の べ た ．

　 3　グ リーン タ フ と同時代の 火山活動 と して 祖母山地

域 の 火成活動 に つ い て の べ た，

　 4　 グ リーン タ フ活動 と祖母 山地域に お け る火成活動

は，ほ とん ど同時代で あ るに もか か わ らず，その 構造発

達史 に お い て t や や性格 を異 に す る こ とを の べ た．あわ

せ て 基盤構造 との 関係 に つ い て も考察した．
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Gree皿 tu任 activities 　in　northern 　and 　centra 叢Kンushu ，　Japan

Yukio　MATSUMOTO

（Abstract）

　　 Results　of　the　geological　study 　of　the 　green　tuff

region 　in　northern 　and 　central　Kyushu　are　summarized

as　 follows，

　　 The 　northern 　and 　central 　 Kyushu 　is　Qne 　Qf　the

皿 ost 　impQrtant　regions 　of 　the 　Iate　Cenozoic　volcanis 皿

in　southwest 　Japan，　because　it　occupies 　 the　pos1tiQn　 of

geologic　joint　between　the　Honshu　and 　Ryukyu　arcs，

which 　 are 　 characterized 　 by　 many 　 different　 volcanic

activities　along 　the　long玉tudinal　geotectonic　lines　of

the　arcs ．　The 　late　Cenozoic　igneous　geology　in　northern

and 　 central 　Kyushu 　was 　so 　complicated 　by　the　 volca

nic 　activites ，　such 　as ，　for　example ，　
‘‘
green　tuff　and

propylite
，’

and
“Setouchi　 series

” in　 the　 Miocene ，
‘‘Tairiku　series

”fro皿 the　upper 　Mioce皿e　to　Holocene
，

‘‘Hohi　volcanic 　activities
，’ in　the　IQwer　 Pleistocene，

‘‘Sanin”a皿d ‘‘Ryukyu ，，
　series　from　the　Ple訌stocene 　to

Holocene．

　　As　a　few　examples 　of　the　green　tuff　activities 　in

northern 　and 　centra1 　Kyushu，　volcanic 　geology　of　the

catchment 　area 　of 　I（usu 　river ，　the　Taio　gold　mine 　and
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the Usa-Yabakei districts are  explained,  Igneous

activities  of the Sobosan area  oi the lst Setouchi series

are  de$cribed. This activities and  green tuff activities

are  nearly  simultaneous  but then different character

are  found in the geologic developement between green
tuff region  and  Sobosan area, Some geotectonic rela-

tions between  caltiera  and  basal geology are  considered.

NII-Electronic  


